
育つ「想像力」 
～お話を聞くことを通して～ 

 

 

 

 

 

 

 

本日７月１９日(金)で１学期も終了。子どもたちが楽し

みにしている夏休みがスタートします。粟屋小学校では、

「あいさつがしっかりできる子」「わかるまで学び続ける

子」「やさしい行動ができる子」をめざし、１学期間取り

組んできました。子どもたちは、あたたかい気持ちで友

達とかかわり合いなから、一歩一歩着実に成長してきま

した。これも保護者・地域の皆様が、学校の取組につい

てご理解・ご協力・ご支援いただいたおかけです。本当

にありがとうございます。 

明日２０日(土)からは、学校を離れ、家庭を中心とし

た生活が 3８日間続きます。それぞれの家庭ならではの

充実した経験をした子どもたちに、８月２７日(火)2 学

期スタートの日、笑顔で会えることを期待しています。 

 

昨日 18 日(木)には、お仕事等でおいそがしいなか、

学期末懇談会にご参加いただき、ありがとうございまし

た。各担任から児童の 1 学期の頑張り、成長について

お伝えしました。家庭でも子どもの頑張り、成長につい

て食卓の話題にしていただけると嬉しいです。 

「しんどいなぁ。学校行きたくないなぁ」と自分の弱い

心とたたかった子もいるかもしれません。自分の弱さと

向き合い、自分のなかで自分と対話し続け、乗り越える

ことができたとき、人は大きく成長します。そんな頑張り

を学校生活の様々な場面で見せてくれた子どもたちに

大拍手の１学期でした。 

 

 

 

 

子どもたちが楽しみにしている夏休みですが、生活リ

ズムの変化や暑さなどのため体調を崩しやすい時期で

す。以下のことを親子で確認し、すてきな思い出がたくさ

んできる「夏」にしてください。 

① 規則正しい生活を心がける。 

・早寝早起き朝ごはん。 

 

 

 

 

 

 

 

・メディアとの付き合いは時間を決めて行う。 

・体調がすぐれない時は、楽しみな予定があったとして

も、無理をせず家庭で過ごす。 

②事故防止を心がける。 

・危険な場所には近づかない。(子どもだけで川遊び等

はしない。蜂、野生動物等にも気を付ける。) 

・自転車に乗るときにはヘルメットを着用する。 

③非行防止を心がける 

・子どもだけでお店に行かない。(おつかい時は除く。) 

・おごったり、おごられたりしない。 

・子どもだけで友達の家に泊まらない。 

・夕方 5時までには家に帰る。 

           《別紙「夏休みのくらし」も参照ください。》 

 

 

 

現在、給食時間子どもたちに読んでいる本は、「ふし

ぎ駄菓子屋・銭天堂・」～廣嶋玲子・作(偕成社)。読み

ながら、子どもたちの表情を見ていると、「読んでいる場

面を頭の中に思い浮かべているなぁ」「話が頭のなか

で映像となって動いているんだろうな」と、読み手である

私に伝わる表情をしながら聞いている子どもたちがい

ます。時間が来て、中途半端なところで読み終わると、

「エッ、そこでやめるの？」という表情を浮かべます。すて

きな子どもたちです。 

文字を自分の頭の中で映像化

することができるようになると、映

像を見る以上の感動、すてきな体

験となります。たっぷり時間のある

夏は、読書にぴったり。暑さを忘

れ、親子で本の世界にひたるのも

すてきな時間となるはずです。 
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裏面「８・９月行事予定・下校予定時刻」掲載 

保護者の皆様へ      オススメの本 
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